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論文の内容の要旨 

 



 



 

論文審査の結果の要旨 

音バリアフリーやユニバーサルデザインの志向から，利用者に係わらず円滑な音声コミュニケーショ

ンを実現するための要素・統合技術の確立が急務となっている．そのため，音環境設計における質的な

検討（音声の明瞭性の向上，誘導音の検知力向上など）は，最重要課題である．室内音響の設計を行な

う際，古典的にみると最適残響時間の利用が主であったが，現在は室内インパルス応答から求められる

音響指標を利用することが主となっている．ISO 3382-1 では，残響時間（T60）や音の透明性(C 値），

音の明確性（D 値）があり，IEC 60268-16 では，音声伝送指標（STI）がある．これらは，音声了解度

や聴き取り難さといった室内音響の「質」を主観的に評価するのに重要なものであり，音バリアフリー

を目指した室内音響設計では非常に重要な検討項目である．しかし，室内インパルス応答の実測を前提

とするため，聴力保護等の目的から人を排除して，人がいない室の特性が比較的安定しているうちに測

定するか，あるいは複数回測定した後でその平均値を実測値として利用しなければならない．そのため，

人を排除できないような音環境や時々刻々変化するような音環境（駅構内といった公共環境）には，既

存の手法を適用することができない． 

本研究では，これらの問題を解決するために，室内インパルス応答を測定せずに，観測された信号そ

のものから室内の変調伝達関数（MTF）を逆推定することで，室内音響パラメータ（T60，STI，C 値，D

値）や STIを逆推定する方略を明らかにした．特に，観測された信号の時間包絡線情報に着目し，(1) 室

内の MTFの逆推定に必要な統計的室内インパルス応答のパラメータ推定法と(2) 背景雑音といった外乱

に頑健な室内音響パラメータ・STI の推定法を確立した．これらの方法は，MTF の概念に基づくもので

あり，推定法の各要素技術を畳み込みニューラルネットワークといった機械学習ベースの方法で実現し

た．推定法のリアルタイム処理を実現するための枠組みが提案され，準リアルタイム処理としてプロト

タイプも実装された． 

以上，本論文は，音環境設計における質的な検討の一つとして，室内音響パラメータならびに STIを

ブラインドで正確に推定する革新的技術を提供した．本技術は，公共空間における音声アナウンスや非

常時災害情報の効果的な提供のための音環境の性能予測，仮想音響空間における音声伝送の評価といっ

た重要課題に対して利用可能であり，応用範囲が広く，学術的に貢献するところも大きい．よって博士



（情報科学）の学位論文として十分価値あるものと認めた． 


